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要旨：本論文は，房総半島沖をケーススタディーに，漁場の位置情報と海洋環境特性・漁港立地の空間的関

係性について論じたものである。大局的な視点から水産業の体系を捉えた将来の漁場創生を活かすための基

礎資料を得ることを目的としている。漁場の立地特性を既存情報から明らかにし，漁場をとりまく環境情報，

また漁港との空間的関係性をGISによる具体的な数値により評価した。その結果，総体的には漁場が近傍に

存在する漁港が水揚量も多く，規模も大きなものとなっていたが，中には水揚量・漁港整備の観点から矛盾

を生じている漁港もあり，海洋環境特性を活かした漁場創生を行い，輸送距離縮小による漁獲高増大の余地

があることを示した。 
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１．はじめに 

1.1 研究の背景 

本論文は，房総半島沖合を事例に，①既存資料

から漁場の位置情報を作成の上，②海洋環境特性

及び③漁港立地との空間的関係性を把握し，計画

的な視点から水産業の体系を捉えた将来の漁場創

生を活かすための基礎資料を得ることを目的とし

ている。近年，水産庁を中心に「漁場創生」が模

索されてきており，最近では，沖合いでの高層漁

礁やマウンド漁場の設置など，広域的・資源管理

型の沖合漁場の創生が試みられている 1）。しかし，

水産業は海洋環境･漁場･労働力確保･加工･流通･

消費が連携し，かつ複雑に構成されるものである。

漁場が創生され得る海洋環境を考慮しながらも，

一方で高齢化をふまえた労働環境の改善という側

面から漁場と漁港との隔離距離等空間的関係も考

慮しなければならない。漁場創生は，これら全て

を鑑み，総合的に造りあげていく必要があろう。 

漁場は海洋環境の作用により創出するものであ

り，一方工業立地論注 1的な考えに立てば（図 1）， 
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図１ 水産業立地概念図 

 

漁場（≒原料供給地）は，漁港（≒工場）の立地

を作用するものであるから，既存漁場の位置情報

を軸にした総体的な現状把握は，漁場創生を活か

した漁業の体系を捉える上で有効であると考える。 

 

1.2 既往研究と本研究の位置付け 

平山ら 2）が提唱するような「資源管理型」漁業

が長野・稲田 3）の広域的視点から展開され始めて

いる一方で，日高 4）が述べるように，漁港の市民

への開放など，漁港を漁業・水産業とは別の利用

方法を模索する動きもある。漁港整備や開発を対

象としたものには，畔柳ら 5），中村ら 6），菅ら 7）

の研究があり，菅ら（2004）は，漁業活動が営ま

れる漁港立地と地域発展の係わりを論じようとし

ている。 

本研究は，前者の「資源管理型」漁業･漁場創生

による海域の有効利用と合わせて，後者の漁港立

地･地域計画まで展開した立場から水産業を大局

的に捉えようとしたものである。本論文では，第

一段階として漁場の立地特性を既存資料（千葉県

水産情報通信センター･千葉県水産研究センター

（2003）：漁海況旬報ちば）から位置情報を作成，

漁場をとりまく環境情報，また漁港との空間的関

係性を GIS による具体的な数値により評価する。 

 

1.3 研究の展開方法 

本報告は，房総半島沖海域を事例にし，既存情

報を基に漁場の位置情報を作成の上，海洋環境指

標として水深・海底勾配・陸域からの距離，及び

漁港の立地を捉えるための漁港からの距離の 4 つ

の固定的な指標との空間的関係性の把握を行うこ

ととする。漁場と等深線や海流との関係等は，漁

海況図に見られるように一般的に考慮されるもの

だが，数値的な実証は容易ではない。そこで本報

告では，対象とする海域を 500ｍメッシュで分解

し，地域・都市計画で多く用いられる 10）11）12）ラ

スターデータベースでの解析を試みた。 

 

２．研究方法 
2.1 対象領域 

図 2 に示す，東経 139°45’～141°15’，北緯 34°～

36°の海域を対象とする。対象領域中には，北西か

ら順に，鴨川海底谷，安房堆，勝浦海底谷，太東

海底谷，片貝海底谷，銚子海脚，房総海底崖が含

まれる。 

 

2.2 水深 

研究対象領域に該当する日本海洋データセンタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ 対象領域 
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ー作成の 500mメッシュ水深データ注２を，南北480

メッシュ×東西240メッシュ＝115,200メッシュに

なるように補正して使用した。日本海洋データセ

ンターによると，水深は計測水深及び等深線と補

間処理によりメッシュ化されているが，それでも

データ抜けがあったのでさらに周辺メッシュの平

均化により補間処理をした。 

後述の他の指標も，このメッシュデータをベー

スにしている。 

 

2.3 海底勾配 

漁場は底層海流の湧昇により創出すると言われ

ており，海底地形が強く影響すると考えられてい

る 13）14）15）。Ryther（1969）によれば，この底層

海流が湧昇する湧昇流海域で全海洋面積の 0.1％

で 50％の魚類が生産されているともいわれてい

る。これらをふまえて，水深データを基にして，

当該メッシュの北側・北東側・東側・南東側・南

側・南西側・西側・北西側のメッシュ（Moore 近

傍・図 3）が，当該メッシュよりも 100m 以上深

いメッシュを抽出し，海底勾配が 20％以上あるメ

ッシュを表示した（図 4）。 

 

2.4 海岸線からの距離：陸域隔離距離 

日本海洋データセンターが水深 0m とするメッ

シュを陸域とし，各メッシュにおいて陸域までの

最近隣距離 16）17）Dnを（1）式により算定し（図 5），

2,500m ごとに色別化した陸域隔離距離メッシュ

データマップを作成した。 
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図 3 Moore 近傍            図 4 海底勾配（20%以上傾斜）メッシュデータマップ 
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22
nynxn DDD += （1） 

ここで，Dn：最近隣距離 

Dnx：Dnの x 成分 Dny：Dnの y 成分 

2.5 漁場 

千葉県水産研究センター・千葉県水産情報通信

センター作成の平成 15 年 4 月から平成 16 年 3 月

まで 1 年間分の漁海況旬報掲載の 36 枚の漁場図

をデジタル化（115,200 メッシュデータマップ上

にスケーリングの上打ち込み）し，重ね合わせて

カテゴライズした（1 ヶ月 3 時期，計 36 時期（図

6））。図 7-a，7-b は，1 時期漁場となったメッシュ

D1 Dk-1 Dk Dk+1 Dk+2 ・ ・

・ ・ Dk+192 Dk+193

Dn

陸　域

最近隣メッシュk

D k x
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D k  = (D k x^2+D k y^2)^(1/2)
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D k+193 x

D k+193 y

最近隣メッシュk+193

対象メッシュk
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図 5 最近隣距離の計算 

 
yearly（ave.:2.83） 

図 7-a fp メッシュデータマップ 
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図 6 漁場ポイントデータの作成 
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図 7-b fp メッシュデータマップ 
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を 1 ポイントとし，季節別に加算して色別化した

漁場ポイント（以下 fp）メッシュデータマップである。 

 

2.6 漁港からの距離：漁港隔離距離 

房総半島太平洋岸に立地する特定第 3種漁港 1，

第 3 種漁港 6，第 2 種漁港 8，第 1 種漁港 22，第

4種漁港 2計 39漁港が対象領域に含まれる（図 8）。

銚子市から大原市に渡る九十九里浜を含む房総半

島北部よりも，房総半島南部のほうが漁港立地の

密度が高い。これら各漁港の位置情報から，海岸

線からの距離と同様に海域上のメッシュごと漁港

までの最近隣距離を算定し，漁港隔離距離メッシ

ュデータマップ（39 枚）を作成した。 

 

2.7 オーバーレイ分析 

 上記で作成したメッシュデータマップをオーバ

ーレイすることにより，それぞれの空間的関係性

を把握する。図 9 に示すように，項目 A のカテゴ

リー別に項目 B の数値を平均化（式（2））して項

目Aのカテゴリーの違いによる項目Bの挙動を検

証する。 

{ }i
An

n

mBA Ann

VB
V i

i ∈
=
∑
∈

|
 （2） 

ここで，VmBAi：項目 A がカテゴリーi であるメ

ッシュ群における項目 B の数値の平均値 

VBn：項目 A のカテゴリーが i であるメッシュ

における項目 B の数値 

n：メッシュ数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 8 漁港の位置 
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図 9 オーバーレイ分析 6）                     spring（ave.:1.18）    spring（ave.:0.54） 
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                   図 10 海底勾配と fp の関係 
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３．房総半島沖漁場と海洋環境特性の関係 

ここでは，漁場と海洋環境特性との係わりを捉

えるため，fp メッシュデータマップと水深メッシ

ュデータマップ，陸域隔離距離メッシュデータマ

ップ，海底勾配メッシュデータマップとのオーバ

ーレイ分析を行った。 

図 10 は，漁場と海底勾配との空間的関係性を

季節別に示したものである。先に述べた通り，底

層海流の湧昇は海底地形にも影響すると考えられ

ていることから，海底勾配と漁場との関係は興味

深い。図 10 を見てみると，黒潮が卓越する北西

流と対応するように，西，南西への傾斜を示す海

域で fp が高い。 

図 11 は，漁場と水深の空間的関係性を季節別

に示したものである。年間の合計でみてみると，

水深 250m 以下，水深 1,750～2,000m で fp がピー

クをむかえている。二つ目は春季においてこの水

深の海域で卓越しているためである。春季以外は，

水深 1,250m 以浅の海域にほとんどの漁場が位置

していることがわかる。 

図 12 は，河川の影響を鑑みて，漁場と陸域隔

離距離との空間的関係性を季節別に示したもので

ある。年間の合計でみてみると，陸域隔離距離 5

～7.5km，25～27.5km，57.5～60km で fp がピーク

をむかえている。三つ目は水深と同様に春季がこ

の海域で卓越しているためである。図 10 と異な

り二つの目のピークがあるのは，大陸棚の影響と

考えられるが，このことは陸域隔離距離よりも水

深のほうが漁場に強い影響を与えていることを示

している。いずれにしても，春季を特異点として

みれば，陸域隔離距離 45km までの海域に漁場が

位置していることが示されており，乾（2004）が

述べる通り，河川や下水処理場からの無機栄養塩

類の供給が漁場の創出に関係している事も確認で

きる。 

 

 

４．房総半島沖合漁場と漁港立地の関係 

ここでは，漁場と漁港立地の係わりを捉えるた

め，fp メッシュデータマップと漁港隔離距離メッ

シュデータマップとのオーバーレイ分析を行った。 

（1）漁港種別 

ここで漁港は漁港漁場整備法により次のように

規定されている。 

 
第五条 漁港の種類は，次のとおりとする。 
第一種漁港 その利用範囲が地元の漁業を主と

するもの 
第二種漁港 その利用範囲が第一種漁港よりも

広く，第三種漁港に属しないもの 
第三種漁港 その利用範囲が全国的なもの 
第四種漁港 離島その他辺地にあつて漁場の開

発又は漁船の避難上特に必要なもの 
（漁港漁場整備法（昭和二十五年五月二日法律

第百三十七号）第五条） 
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図 11 水深と fp の関係    
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図 12 陸域隔離距離と fp の関係 
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第十九条の三  特定第三種漁港（第三種漁港の

うち水産業の振興上特に重要な漁港で政令で定

めるものをいう。以下同じ。） 
（漁港漁場整備法（昭和二十五年五月二日法律

第百三十七号）第十九条の三） 
 
 

このように漁港は，主としてその漁港の利用範

囲の大きさによって，第一種漁港，第二種漁港，

第三種漁港，第四種漁港，そして特定第三種漁港

の五種に分類されている。 

まず，この分類に基づき，全第 3 種漁港（特定

第三種含む），全第 2 種漁港，全第 1 種漁港（第

四種漁港含む）を対象とした漁港隔離距離メッシ

ュデータマップを取り上げ，漁港種別の漁港隔離

距離と fp の挙動の把握を検討することとした。 

図 13 は，fp と漁港隔離距離との空間的関係性を

示したものである。広域的で水揚量も多い第 3 種

漁港が，第 2 種漁港，第 1 種漁港よりも高い fp を

示す海域に近接していることがわかる。年間 fp の

最大値は，第3種漁港隔離距離7.5～10kmで7.08，

第 2 種漁港隔離距離 12.5～15km で 7.38，第 1 種

漁港隔離距離 27.5～30km で 7.49 となった。 

 
（2）属地水揚量をふまえた各漁港別の検討 
さらに，属地水揚量もふまえ，漁港ごとの漁港

隔離距離メッシュデータマップと fpメッシュデー

タマップのオーバーレイ分析を行った。 

図 14，図 15，図 16 に，漁港ごとの漁港隔離距

離と fpの関係を漁港種別・季節別に示した。また，

各漁港の属地水揚量を線種で分類（0～50t，～500t，

～5,000t，5,000t～）している。漁港隔離距離に対

する fp の挙動については，漁港別でみても，（1）

の傾向と同様に，第三種漁港は漁港近傍で fp が高

く，逆に第一種漁港は沖で fp が高い結果となって

いる。 

 水揚量と漁港隔離距離との関係をみても概ね同

様なことがいえ，水揚量が多い漁港は漁港近傍で

fpが高く，水揚量が少ない漁港では沖で fpが高い。

多くが漁場と漁港の距離を最小にするように漁港

が立地しており，工業立地論でいう輸送費の最小

化をする輸送費指向に準じている。 
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図 13-a 第 3 種漁港      
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  図 13-b 第 2 種漁港 
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図 13-c 第 1 種漁港 

図 13 漁場と漁港隔離距離の関係 
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図 14 漁港別 fp と漁港隔離距離の関係（第 3 種）   図 15 漁港別 fp と漁港隔離距離の関係（第 2 種） 
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図 16 漁港別漁場と漁港隔離距離の関係（第 1 種）

 0～50t  ～500t  ～5000t  5000t～（属地水揚）

 

 ここで，漁港ごとに，水揚量，漁港隔離距離，

fp の関係を表 1 にまとめた。表 1 第 1 列は対象と

した漁港名，第 2 列は属地水揚量，第 3 列は各漁

港近傍領域として漁港隔離距離 45km 圏内におけ

る fp 計（以後 fDp45）（式（3）），そして第 4 列には

fp が最大になる漁港隔離距離を示した。 

{ }
∑

≤∈

=
45|

45
iDpii

iDp Vfpf  （3） 

ここで，fDp45 ：漁港隔離距離 45km 圏内 fp 計 

      Vfpi ：あるメッシュ i における fp 値 

Dpi ：漁港隔離距離 

ほとんどの漁港において，fDp45 が多く，fp ピー

クが漁港近傍で生じる場合は属地水揚量が多くな

っており，先に述べた傾向が示されている。 

 

（3）水揚量の矛盾 

ただ，岩和田，太東，岩船，御宿，浜行川等の

各漁港では，fp が漁港近傍でピークとなり（それ

ぞれ漁港隔離距離 3km，8km，3km，3km で fp が

ピーク），fDp45も多い（それぞれ 85,005，73,224，

86,597，83,563，81,144）にもかかわらず水揚量が

少ないもの（それぞれ 842t，85t，26t，256t，494t）

もある。漁港整備や市場への交通網整備を行い，

より多くの漁獲ができるようにする余地があるこ

とが伺える。 

 

（4）漁港整備の矛盾 

 一方，小湊，浜波太，江見等の各漁港は，過去

多額の投資がなされてきた第三種，第二種漁港に

指定された拠点港であるにもかかわらず，漁場か

ら遠く（それぞれ漁港隔離距離が 28km，33km，

33kmで fpがピーク，fDp45がそれぞれ 68,183，62,978，

57,345 で他の第三種，第二種漁港に比べ少ない），

水揚げ量も少ない（それぞれ 808t，98t，30t）。漁

港近傍に漁場を創生し，輸送距離の縮小により有

利な漁業ができるよう検討する必要があると考察

される。
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まとめ 

以上本稿では，房総半島沖合を事例にして，既

存漁場の位置情報を作成し海洋環境特性及び漁港

立地との空間的関係性の把握をラスターデータベ

ースで行った。房総半島沖合漁場は，水深 250m

以浅，陸域隔離距離 45km 以内，南西方向下向き

傾斜という特性を持ち，規模が大きな漁港がそれ

らに近接して立地しているという特性が得られた。 

（1）漁場創生による水産業発展の可能性 

ただ 4.房総半島沖合漁場と漁港立地の関係で述

べた通り，水揚量・漁港整備の観点から矛盾が生

じている漁港もあり，3.房総半島沖漁場と海洋環

境特性の関係で明らかにした海洋環境特性を活か

した漁場を創生することにより，輸送距離縮小に

よる漁獲高増大の余地があると考えられる。昨今

高齢化による労働環境の改善や原油高騰による漁

船燃料費負担が注目されており，漁場創生による

漁港と漁場の距離の縮小は水産業の健全な発展に

有効であろう。 

 

（2）課題 

本稿では流況は取り扱わなかったが，黒潮が卓

越する方角を向く海底勾配をもつ海域が漁場であ

る傾向が強く，湧昇流と漁場の強い相関が予測さ

れる。これら流況や河川流量と漁場との関係など，

より詳細な海洋環境特性の把握と合わせ，魚種の

違いの検討などが本研究の主要な課題である。シ

ミュレーションによると，海底地形を改変すれば

漁場となりうるポテンシャルを持つ海域と漁港立

地との空間的関係性等が非常に興味深く，次の機

会に報告したい。 
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表 1 漁場と漁港隔離距離まとめ 
属地水
揚量(t)

45km圏内
fp計

fpピ
ーク(km)

銚子(特定) 200,775 103,663 3
大原 2,713 81,934 3
勝浦 17,508 76,393 18
小湊 808 68,183 28
天津 2,759 66,379 30
鴨川 9,588 63,357 30
千倉 3,430 50,751 33
外川 1,074 110,814 20

岩和田 842 85,005 3
勝浦東部 1,883 77,547 15

松部 311 74,473 18
浜荻 435 64,763 30

浜波太 98 62,978 33
江見 30 57,345 33
和田 2,199 54,657 30
飯岡 15,232 109,665 23

栗山川 0 84,105 33
片貝（4） 16,188 61,844 33

太東 85 73,224 8
岩船 26 86,597 3
御宿 256 83,563 3
串浜 0 75,390 18
守屋 0 72,487 23

浜行川 494 81,144 5
鵜原 301 73,643 18
大沢 261 70,508 25
天面 9 61,844 33

太夫先 14 59,668 30
白子 3,651 49,894 30
惣戸 55 48,938 30
川口 53 49,094 33
平磯 38 49,246 33
七浦 79 49,441 33
大川 37 48,929 30

白間津 41 47,549 33
乙浜（4） 62 42,960 38

名倉 53 41,331 40
野島 89 39,585 40
川下 45 37,784 40

第
3
種
漁
港

第
2
種
漁
港

第
1
種
漁
港

漁港名

 
属地水揚量：（千葉県農林水産部水産局漁港課

（2004）：千葉の漁港） 
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補注 

1） Weber（原著 1903／訳 1966）は，輸送や労賃

等にかかる費用を，最も節約できる地点を選

択する立地モデルを作った。モデルの骨格は

次の三点に集約される。1 距離に応じて規則的

に変化する輸送費を基に工場は立地する（輸

送費指向）。2 輸送費による最適立地からの移

転する要因として，労働費の因子を考慮する

（労働費指向）。3 個々の工場が社会的に集積

することにより生じる集積因子（集積）。 

2） http://www.jodc.go.jp/index_j.html 

3） 本報告は，日本沿岸域学会研究討論会 2004 で

発表したもの 21）を精査したものである。 
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ABSTRACT : This research deals with spatial influence over the fisheries off Boso peninsula, marine 
environment and the location of fishing ports. The purpose of this study is to get fundamental data to revive the
promising creative fishing banks and seized on systematically fisheries by the standpoint of general situation. In
the first place, make clear about characteristics of fisheries by concretely statistical information and estimate 
spatial influence of fishing ports locating by the numerical value. As a result, many fishing ports near fisheries are
valid for landings and classifications, but some have to be improved on. 
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